























































































③四県客家語 -u ― 海陸客家語 -u（A 類）
④四県客家語 -u ― 海陸客家語 -u（B 類）
このうち、海陸客家語 -u（A 類）は無声歯茎摩擦音に後続するもの、-u
（B 類）は無声後部歯茎摩擦音に後続するものである。












例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
資 ツウ 止 開 三 平 脂 精
滋 ツー ツウ 止 開 三 平 之 精






例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
紫 ツー ツウ 止 開 三 上 紙 精





例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
慈 ツー ツ
4





止 開 三 平 之 従
辭 ツー ツ
4
ウ 止 開 三 平 之 邪
詞 スー ツ
4
ウ 止 開 三 平 之 邪
祠 ツ
4












例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
此 ツー ツウ ツ
4
ウ 止 開 三 上 紙 清
3 ．1．5　ts‘ɨ‌55（去声）― ts‘ɨ‌11（陰去声）・ts‘ɨ‌33（陽去声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
次 ツー （パイ） ツ
4









例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
斯 スー スウ 止 開 三 平 支 心
私 スー スウ 止 開 三 平 脂 心
師 スー スウ 止 開 三 平 脂 生
司 スー スウ 止 開 三 平 之 心
絲 スー スウ
シイ
止 開 三 平 之 心










例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
史 スー スウ 止 開 三 上 止 生
使 スー
スウ
スウ スウ 止 開 三 上 止 生
駛 スー 止 開 三 上 止 生
3 ．1．8　sɨ‌55（去声）― sɨ‌33（陽去声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
士 スー スウ 止 開 三 上 止 崇
字 スー スウ スウ 止 開 三 去 志 従
寺 シィイ 止 開 三 去 志 邪





3 ．2　四県客家語 -ɨ ― 海陸客家語 -i
このグループは、四県客家語では ts/ts‘/s + -ɨ（非円唇中舌狭母音）である
のに対し、海陸客家語では tʃ /tʃ ‘/ʃ + -i である。『新語書』・『辞典』では、基
本的にイ段で転写される。一方、『用語』ではウ段で転写される。
3 ．2．1　tsɨ‌24（陰平声）― tʃ‌i‌53（陰平声）







止 開 三 平 支 章
枝 キー キイ 止 開 三 平 支 章
『新語書』「支：キー」、『用語』「支：キイ」、『辞典』「支：キイ」は、四県客






例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
紙 チー チィイ 止 開 三 上 紙 章
旨 チィイ 止 開 三 上 旨 章
指 チー チィイ 止 開 三 上 旨 章
止 チー
シー

























致 チー チイ チィイ 止 開 三 去 至 知
至 チー ツ
4
ウ チィイ 止 開 三 去 至 章
置 チー チィイ 止 開 三 去 志 知
志 チィイ 止 開 三 去 志 章
痣 チー チィイ 止 開 三 去 志 章





例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
痴 チ
4
ィイ 止 開 三 平 之 徹
3 ．2．5　ts‘ɨ‌11（陽平声）― tʃ‌‘ɨ‌55（陽平声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
池 チー チ
4
ィイ 止 開 三 平 支 澄
遲 チー チ
4
ィイ 止 開 三 平 脂 澄
持 チ
4
ィイ 止 開 三 平 之 澄
3 ．2．6　ts‘ɨ‌31（上声）― tʃ‌‘ɨ‌24（上声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
恥 チー チ
4
ィイ 止 開 三 上 止 徹
齒 チー チ
4





例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
雉 チー チ
4















例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
施 シィイ 止 開 三 平 支 書
尸 屍シー シィイ 止 開 三 平 脂 書
詩 シー シィイ 止 開 三 平 之 書
3 ．2．9　sɨ‌11（陽平声）― ʃ‌i‌55（陽平声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
時 シー スウ シィイ 止 開 三 平 之 禅
3 ．2．10　sɨ‌31（上声）― ʃ‌i‌24（上声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
匙 シー シィイ 止 開 三 平 支 禅
屎 シー シィイ 止 開 三 上 旨 書
「匙」は、四県客家語では sɨ （（／ts‘ɨ （（、海陸客家語では ʃ i （（である。
139 （100）
3 ．2．11　sɨ‌55（去声）― ʃ‌i‌11（陰去声）・ʃ‌i‌33（陽去声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
示 シー シィイ 止 開 三 去 至 船





止 開 三 去 志 書
侍 スウ シィイ 止 開 三 去 志 禅
世 シエー シェエ
シィイ
蟹 開 三 去 祭 書
勢 シエー シェエ
シィイ
蟹 開 三 去 祭 書
『辞典』「試：チ
4
ィイ」は、海陸客家語における別音 tʃ ‘ɨ （（の反映と考えられ
る。
蟹攝の「世」・「勢」は、四県客家語では se （（／sɨ （（、海陸客家語では ʃe （（／
ʃ i （（という音を持つ多音字である。『新語書』「世：シエー」・「勢：シエー」、
『辞典』「世：シェエ」・「勢：シェエ」は、海陸客家語 ʃe （（の反映と考えられる。




例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
租 ツー ツウ ツウ 遇 合 一 平 模 精
組 ツウ 遇 合 一 上 姥 精
3 ．3．2　tsu‌31（上声）― tsu‌24（上声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
祖 ツー ツウ ツウ 遇 合 一 上 姥 精





例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
粗 ツー ツ
4
ウ 遇 合 一 平 模 清
初 ツオー ツウ ツ
4
ウ 遇 合 三 平 魚 初
『新語書』「初：ツオー」は海陸客家語 ts‘o （（の反映と考えられる。
3 ．3．4　ts‘u‌11（陽平声）― ts‘u‌55（陽平声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
鋤 ツオー 遇 合 三 平 魚 崇




例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
楚 ツウ ツ
4
ウ 遇 合 三 上 語 初
3 ．3．6　ts‘u‌55（去声）― ts‘u‌11（陰去声）





ウ 遇 合 一 去 暮 清





例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
蘇 スー スウ 遇 合 一 平 模 心
3 ．3．8　su‌55（去声）― su‌11（陰去声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
素 スウ 遇 合 一 去 暮 心
訴 スウー スウ 遇 合 一 去 暮 心
数 スー スウ 遇 合 三 去 遇 生
『新語書』「訴：スウー」は、円唇母音であることを意識した結果と考えられ
る。
3 ．4　四県客家語 -u ― 海陸客家語 -u（B類）
このグループは、四県客家語では ts/ts‘/s + -u であるのに対し、海陸客家
語では tʃ /tʃ ‘/ʃ + -u である。『新語書』・『辞典』では、基本的に拗音の－ユ
で転写される。一方、『用語』ではウ段で転写される。
3 ．4．1　tsu‌24（陰平声）― tʃu‌53（陰平声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
猪 チウー ツウ チュウ 遇 合 三 平 魚 知
諸 チュウ 遇 合 三 平 魚 章
株 チュウ 遇 合 三 平 虞 知
朱 チユー チュウ 遇 合 三 平 虞 章
珠 チユー
ツー
























チュウ 遇 合 三 去 御 知
註 チュウ 遇 合 三 去 遇 知
注 チュウ 遇 合 三 去 遇 章
3 ．4．4　ts‘u‌11（陽平声）― tʃ‌‘u‌55（陽平声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
除 チウー チ
4
ュウ 遇 合 三 平 魚 澄
儲 シュウ 遇 合 三 平 魚 澄
厨 ツウ チ
4
ュウ 遇 合 三 平 虞 澄
『辞典』「儲：シュウ」は海陸客家語 ʃu （（の反映と考えられる。
3 ．4．5　ts‘u‌31（上声）― tʃ‌‘u‌24（上声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
暑 チユー チ
4
ュウ 遇 合 三 上 語 書
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3 ．4．6　ts‘u‌55（去声）― tʃ‌‘u‌11（陰去声）・tʃ‌‘u‌33（陽去声）





























例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
書 シユー スウ シュウ 遇 合 三 平 魚 書
輸 シユー シュウ 遇 合 三 平 虞 書
3 ．4．8　su‌11（陽平声）― ʃu‌55（陽平声）
例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
















例字 新語書 用語 辞典 摂 開合 等位 声調 韻目 声母
樹 シユー シュウ 遇 合 三 上 麌 禅























（ ．（ で述べたように、 （ ．（ ～ （ ．（ での考察の結果が、『新語書』が海陸
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（ （ ）山村（0（（，p. （（0（（（）
（ （ ）彭馨平，p. （（～（（
（ （ ）山村（0（（，p. （（（（（（）
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